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くまもと

編
集
後
記

健
全
育
成
委
員
会

進
路
対
策
委
員
会

　

第
34
号
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、会
員
の

皆
さ
ま
、各
学
校
の
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　

特
に
今
回
は
、「
と
っ
て
お
き
の
話
」、「
地
域

の
情
報
」、「
小
地
区
連
絡
会
」等
に
つ
い
て
募

集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、多
く
の
情
報
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
掲
載
し
き
れ
な
か
っ
た
分
は
、次
号

で
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、ご
了
承

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
、調
査
広
報
委
員
一
丸
と
な
っ
て
、

皆
様
に
楽
し
く
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な

新
聞
作
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。皆
様

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

調
査
広
報
委
員
長　

松
本　

雄
治

調
査
広
報
委
員
長

松
橋
高
等
学
校

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

松
本　

雄
治

調
査
広
報
委
員

大
津
高
等
学
校

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

城
戸　

寿
和

甲
佐
高
等
学
校

　

育
友
会
会
長 

廣
畑　

昌
信

第
二
高
等
学
校

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

齊
藤　

誠
治

熊
本
工
業
高
等
学
校

　

保
護
者
会
副
会
長 

古
川
千
恵
子

八
代
東
高
等
学
校

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長 

勝
枝　

浅
子

顧
問

松
橋
高
等
学
校

　

校
長 

赤
城　

陽
一

【第二高等学校大運動会　演舞】
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県高P連研修会報告
平成25年7月27日（土）熊本交通センターホテルにて開催成 年 （土）熊本交通 催成 年 土）熊本交通通 催催

第二高校大運動会フィナーレ

〝 

命
〞

　
　
つ
な
ぐ
絆

　

進
路
対
策
委
員
会
で
は
、
今
回
九
州
産
業
交
通
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
（
株
）
代
表
取
締
役
社
長
、
矢
田
素
史
様
を

お
招
き
し
「
企
業
が
求
め
る
人
材
と
そ
の
育
て
方
」
と
題

し
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
熊
本
県
の
求
人
倍
率
及
び
職

業
内
定
率
の
数
値
は
九
州
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
、
と
の

現
状
で
あ
り
、
職
に
就
い
た
も
の
の
仕
事
内
容
の
不
満
や

不
安
、
人
間
関
係
等
に
よ
り
離
職
し
て
い
く
若
者
が
後
を

絶
た
な
い
よ
う
で
あ
る
。
自
分
は
「
何
の
た
め
に
働
く
の

か
」
と
の
意
識
を
し
っ
か
り
持
ち
、
３
年
間
は
が
む
し
ゃ

ら
に
頑
張
っ
て
み
る
事
、
自
分
の
仕
事
に
興
味
を
持
ち
好

き
に
な
る
事
こ
そ
が
大
切
で
あ
る
。
企
業
が
求
め
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
の
高
い
子
ど
も
た
ち
に
育
て

る
に
は
、
ま
ず
大
き
な
声
で
挨
拶
が
で
き
返
事
が
出
来
る

事
、
こ
の
事
を
家
庭
や
学
校
で
し
っ
か
り
身
に
付
け
る
指

導
を
行
う
事
が
重
要
だ
と
感
じ
た
講
演
会
で
し
た
。

　

本
年
度
の
、「
高
校
生
の
交
通
事
故
防
止
対
策
」
講
演

会
は
、
自
転
車
事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
ま
と
め
た
D
V
D
視

聴
と
、
県
警
本
部
よ
り
岸
森
警
部
を
講
師
に
「
高
校
生
の

交
通
事
故
情
勢
な
ど
と
交
通
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
の
大

切
さ
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

高
校
生
の
交
通
事
故
、
特
に
自
転
車
は
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
先
日
も
こ
れ
ま
で
に
な
い
高
額
の
賠
償
判
決
が
あ
り

ま
し
た
。
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
に
は
、
私
た
ち

大
人
も
十
分
気
を
引
き
締
め
、
交
通
事
故
防
止
に
保
護
者

が
一
丸
と
な
っ
て
努
め
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

本
年
度
県
高
P
連
に
お
い
て
も
、「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運

動
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
よ
り
、こ
れ
ま
で
の
P
T
A

災
害
見
舞
金
制
度
と
安
全
互
助
会
制
度
が
熊
本

県
P
T
A
共
済
と
し
て
一
本
化
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ

生
徒
、
指
導
者
（
教
職
員
）
向
け
の
「
P
災
コ
ー

ス
」、
保
護
者
、
P
T
A
活
動
支
援
者
向
け
の「
安

互
コ
ー
ス
」と
し
て
、ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
熊
本
県
高
P
連
定
期
総

会
要
項
」四
十
九
ペ
ー
ジ
〜
五
十
七
ペ
ー
ジ
、「
平

成
二
十
五
年
度
熊
本
県
P
T
A
共
済
の
手
引
き
」

を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

《
た
と
え
ば
、こ
ん
な
と
き
に
・
・
》

一　

学
校
の
昼
休
み
に
、
友
人
と
ぶ
つ
か
り
、
前

歯
が
一
本
折
れ
、
保
険
外
の
治
療
が
必
要
に

な
っ
た
。

　

歯
科
を
受
診
し
て
、
災
害
が
発
生
し
た
日

か
ら
二
年
目
ま
で
に
保
険
外
治
療
を
受
け
た

場
合
又
は
保
険
外
治
療
が
必
要
で
あ
る
と
診

断
さ
れ
た
場
合
は
、
P

災
コ
ー
ス
・
歯
科
特
別

共
済
金
が
給
付
さ
れ
ま

す
。　

二　

部
活
動
中
に
生
徒
が

鉄
棒
か
ら
落
下
し
て
下

半
身
が
麻
痺
し
た
状
態

に
な
っ
た
。

　

診
療
を
受
け
た
医
療

機
関
で
、
災
害
が
発
生

し
た
日
か
ら
二
年
目
ま

で
に
障
害
が
確
認
さ
れ

た
場
合
は
、
P
災
コ
ー

ス
・
後
遺
障
害
共
済
金

（
学
校
管
理
下
）
が
給
付

さ
れ
ま
す
。　

三　

単
位
P
T
A
で
学
年
対
抗
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
P
T
A
会
員（
保

護
者
）が
、ア
キ
レ
ス
腱
断
裂
と
な
っ
た
。　

　

診
療
（
入
院
や
通
院
）
を
受
け
た
医
療
機
関

で
、治
療
が
終
わ
っ
た
時
点
で
診
断
・
診
療
状

況
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
も
ら
い
ま

す
。安
互
コ
ー
ス
・
負
傷
共
済
金
（
ア
キ
レ
ス

腱
断
裂
の
場
合
は
十
八
万
円
）
が
給
付
さ
れ

ま
す
。

四　

P
T
A
会
長
が
、
研
修
会
に
参
加
し
た
際
、

帰
り
に
交
通
事
故
に
遭
い
、五
日
間
の
入
院
と

そ
の
後
十
五
日
間
の
通
院
が
必
要
に
な
っ
た
。

　

診
療（
入
院
や
通
院
）受
け
た
医
療
機
関
で
、

治
療
が
終
わ
っ
た
時
点
で
診
断
・
診
療
状
況

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
も
ら
い
ま
す
。安

互
コ
ー
ス
・
交
通
事
故
負
傷
共
済
金
（
入
院
三

日
以
上
な
の
で
五
万
円
）が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
引
用
文
献
：
一
般
財
団
法
人
熊
本
県
P
T
A
教

育
振
興
財
団
「
平
成
二
十
五
年
度
熊
本
県
P
T
A

共
済
の
ご
案
内
」

健
全
育
成
委
員
長　

安
原　

勇

進
路
対
策
委
員
長　

大
橋　

正
幸

平
成
二
十
五
年
度
よ

、
れ

で
の

成
二
十

年
度
よ

れ

平
成
二
十
五
年
度

、
れ

で
の

平平平

熊
本
県
P
T
A
共
済
の
ご
案
内

西の大宰府
舞鴫文殊堂 (もうしぎもんじゅどう)

　小川町東海
東に、西の大宰
府として地域の
方々に信仰さ
れているお堂が
ありました。
　受験生や合
格を祈願される方々が参拝に来られるそうで、その効

果は絶大？だそう
な。
　大学、就職と受験
を控えている方、参
拝してみてはいかが
でしょうか？   （廣畑）
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子
ど
も
た
ち
の
育
成
に

よ
り
一
層
の
連
携
を

平
成
25
年
度

定
期
総
会
報
告

地
区
割
り
の

見
直
し
を
具
体
化

重
点
事
項

九
州
大
会
表
彰

全
国
大
会
表
彰

文
部
科
学
大
臣
表
彰

平成25年度
熊本県公立高等学校ＰＴＡ連合会役員紹介

平成25年度　地区別指導者研究大会

お知らせ

よ
ろ
し
く

      　

お
願
い
し
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
熊
本
県
公
立
高
等
学
校
P
T
A
連
合
会
会
長
と
、

同
じ
く
熊
本
県
公
立
高
等
学
校
長
会
会
長
に
な
ら
れ
ま
し
た

お
二
人
の
ご
挨
拶
で
す
。

中　央済 々 黌中西　眞也顧　問
中　央御　　船松村　美賢顧　問

健全育成城　北北　　稜島内　直顧　問
調査広報中　央松　　橋赤城　陽一顧　問
総　　務城　南南　　稜池本　一正顧　問
進路対策天　草河　　浦父母　重喜顧　問

中　央熊本工業波佐間英樹顧　問
中　央御　　船田上　　忍会　長

健全育成城　北北　　稜安原　　勇副会長
調査広報中　央松　　橋松本　雄治副会長
総　　務城　南南　　稜田中　修一副会長
進路対策天　草河　　浦大橋　正幸副会長
健全育成城　北荒　　尾西田　　学理　事
総　　務城　北鹿　　本江藤　伸二理　事
調査広報城　北大　　津城戸　寿和理　事
健全育成城　北菊池農業岡田　優子理　事
健全育成中　央必 由 館谷川　聖也理　事
総　　務中　央小　　国工藤　直也理　事
健全育成中　央熊 本 北渡邊　直喜理　事
調査広報中　央甲　　佐廣畑　昌信理　事
調査広報中　央第　　二齊藤　誠治理　事
調査広報中　央熊本工業古川千恵子理　事
健全育成城　南八代農業泉分校山口　雄二理　事
進路対策城　南水俣・水俣工業・附則水俣杉本　　肇理　事
進路対策城　南人　　吉藤田　欣也理　事
調査広報城　南八 代 東勝枝　浅子理　事
総　　務天　草上 天 草嶋田　昭仁理　事
進路対策天　草天　　草富崎ますみ理　事
進路対策城　北鹿本農業北原聡一郎監　事
進路対策中　央熊本農業内田　千昭監　事
総　　務城　南八代南・八代清流澤田　宗順監　事
総　　務天　草天草工業濱洲　大心監　事

委員会地　区所属校氏　名役　職

德永麻由子事務局職員
田中　和幸事務局長

熊本市青年会館
大津町生涯学習センター
人吉カルチャーパレスホール
天草高等学校体育館

会　　　場
10月19日（土）
10月13日（日）
10月27日（日）
11月10日（日）

期　　日
熊本商業高等学校
大津高等学校
球磨商業高等学校
天草高等学校

幹　事　校
中央地区
城北地区
城南地区
天草地区

地　区

　

平
成
二
十
五
年
度
の
定
期
総
会

が
、
六
月
六
日
（
木
）
に
熊
本
交
通

セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
、
各
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
、
校
長
な
ど
が
出
席
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
本
会
の
活
動
に
功

績
の
あ
っ
た
二
十
六
名
に
表
彰
状
と

記
念
品
が
、
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し

て
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
二
十
四
名
に

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
熊
本
県
教
育
庁

教
育
総
務
局
長
栁
田
誠
喜
様
、
熊
本

県
公
立
高
等
学
校
長
会
会
長
中
西
眞

也
様
よ
り
お
祝
辞
と
激
励
の
お
こ
と

ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
案
と
し
て
、
二
十
四
年
度
の
事

業
・
会
務
報
告
、
決
算
・
監
査
報
告
、

そ
し
て
二
十
五
年
度
役
員
改
選
、
事

業
計
画
、
予
算
案
な
ど
に
つ
い
て
の

提
案
が
あ
り
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
新
役
員
に
つ
い
て
は

別
記
名
簿
の
と
お
り
で
す
。

　
①
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
・
研
修
会
・
大
会
へ

の
協
働
と
参
画
に
よ
る
子
育
て
教

育
へ
の
自
己
啓
発

②
命
を
大
切
に
す
る
心
の
教
育

③
家
庭
で
の
教
育
の
向
上
と
健
全
育

成
の
推
進

④
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
の
連

携
に
よ
る
進
学
・
就
職
支
援
等
の

進
路
対
策
の
充
実

⑤
迅
速
な
情
報
の
発
信
と
共
有
、
安

定
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
た
め
の
広

報
活
動

⑥
賠
償
責
任

補
償
制
度
、

生
徒
総
合

保
障
制
度
、

一
般
財
団

法
人
熊
本

県
Ｐ
Ｔ
Ａ

教
育
振
興

財
団
へ
の
理
解
と
事
故
防
止
運
動

　【
団
体
表
彰
】

   

熊
本
県
立
芦
北
高
等
学
校
育
友
会

   

熊
本
県
立
上
天
草
高
等
学
校
育
友
会

   

熊
本
県
立
菊
池
農
業
高
等
学
校
育

　

友
会

【
個
人
表
彰
】

熊
本
県
立
八
代
農
業
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ　

前
会
長   

原　
　

英
夫

熊
本
県
立
済
々
黌
高
等
学
校
同
心
会

       　

前
会
長　
　

中
村
友
花
理

熊
本
県
立
鹿
本
商
工
高
等
学
校
育
友

会 

前
副
会
長

渡
邉　

明
子

 

【
広
報
紙
コ
ン

ク
ー
ル
表
彰
】

熊
本
県
立
第

一
高
等
学
校

好
文
会

【
団
体
表
彰
】

熊
本
県
立
甲
佐
高
等
学
校
育
友
会

熊
本
県
立
鹿
本
農
業
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ

【
個
人
表
彰
】

熊
本
県
立
高
森
高
等
学
校
後
援
会

前
会
長　
　

藤
本　

親
幸

熊
本
県
立
牛
深
高
等
学
校
育
友
会

       

前
会
長　
　

岩
下　

昭
一

【
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
振
興
功
労
者
表
彰
】

熊
本
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
会
長

熊
本
県
立
御
船
高
等
学
校
育
友
会

　
　
　
　

会
長　

田
上　

忍

熊
本
県
公
立
高
等
学
校
長
会　

会
長 

熊
本
県
立
済
々
黌
高
等
学
校　

校
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
西　

眞
也

熊
本
県
公
立
高
等
学
校
長
会　

会
長 

熊
本
県
立
済
々
黌
高
等
学
校　

校
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
西　

眞
也

日
本
高
野
連
か
ら
選
抜
出
場
決
定
の
連
絡
を

受
け
る
中
西
校
長

日
本
高
野
連
か
ら
選
抜
出
場
決
定
の
連
絡
を

受
け
る
中
西
校
長

熊
本
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　

会
長

熊
本
県
立
御
船
高
等
学
校
育
友
会　

会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
上　

忍

熊
本
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　

会
長

熊
本
県
立
御
船
高
等
学
校
育
友
会　

会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
上　

忍

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
か

ら
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
25
年
度
も
県
高
Ｐ
連
の
新
し
い

体
制
が
整
い
ま
し
た
。新
し
い
気
持
ち

で
熊
本
県
の
高
校
生
の
た
め
に
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

総
務
委
員
会
で
は
地
区
割
り
の
再

編
を
具
体
化
し
ま
す
。高
校
の
再
編
に

よ
り
学
校
数
が
少
な
く
な
っ
た
地
区

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
負
担
が
か
か
ら
な

い
よ
う
に
各
地
区
の
皆
さ
ん
か
ら
十
分

な
意
見
を
聞
き
な
が
ら
再
編
案
を
出

し
て
も
ら
い
ま
す
。結
果
と
し
て
今
の

ま
ま
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。３
地
区

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。会
員
の
皆
様

が
納
得
で
き
る
地
区
割
り
に
し
て
い
き

ま
す
。

　

進
路
対
策
委
員
会
で
は
今

ま
で
就
職
関
係
が
中
心
で
あ
っ

た
活
動
を
見
直
し
、進
学
す
る

生
徒
に
対
し
て
も
必
要
な
情

報
提
供
を
や
っ
て
い
き
た
い
。

　

就
職
に
関
し
て
は「
進
路
対

策
講
演
会
」の
開
催
や「
新
規

卒
業
予
定
者
の
採
用
枠
の
拡

大
に
関
す
る
要
望
書
」を
熊
本
県
経
営

者
協
会
な
ど
４
団
体
に
提
出
し
就
職

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。全
国
高
P
連

に
対
し
て
は
就
職
後
の
追
跡
調
査
を

お
願
い
し
た
い
。

　

健
全
育
成
委
員
会
で
は
年
々
増
加

し
て
い
る
自
転
車
事
故
対
策
、そ
し
て

日
々
進
化
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
策

を
行
い
ま
す
。何
も
な
く
て
当
た
り
前
、

何
か
が
起
こ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
。県

教
育
委
員
会
や
そ
の
他
の
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
ま
す
。ま

た
今
年
は
全
国
高
Ｐ
連
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
熊
本
県
の
高
校
に
お
願
い

し
ま
す
。個
人
名
や
学
校
名
等
は
分
か

ら
な
い
形
式
で
公
開
し
て
い
き
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
広
報
委
員
会
で
は
二
回
の
広

報
紙
発
行
と
Ｈ
Ｐ
へ

の
掲
載
内
容
の
検
討

を
行
い
ま
す
。高
Ｐ
連

が
活
動
し
て
い
る
内

容
を
速
や
か
に
情
報

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
で
Ｈ
Ｐ
の
運

用
を
確
立
さ
せ
次
年

度
か
ら
は
ス
ム
ー
ズ

に
更
新
で
き
る
体
制

を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
私
は
全
国
高
Ｐ
連
へ
の
橋
渡

し
役
と
し
て
熊
本
県
の
意
見
を
伝
え

て
い
き
ま
す
。皆
さ
ん
の
代
表
と
し
て

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
邁
進
い
た
し
ま

す
の
で
、何
か
あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮
な

く
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
に
は
、各
高
校
が

日
々
の
教
育
活
動
に
お
い
て
、ご
支
援
、

ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
近
、会
議
に
出
席
す
る
と
、教
育

再
生
実
行
会
議
の
提
言
が
話
題
に
な

る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。今
後
、学

校
教
育
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。変
化
は
生
じ
て

も
、学
校
教
育
は
、第
一
義
に
は
私
ど
も

教
職
員
が
負
う
と
こ
ろ
で
す
が
、学
校

教
育
に
期
待
さ
れ
る
範
囲
が
広
が
っ
て

い
る
現
在
は
、地
域
の
皆
様
や
保
護
者

の
皆
様
、あ
る
い
は
関
係
機
関
と
の
連

携
も
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
意

味
で
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
と
の
連
携
が

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
く
る
と
考

え
ま
す
。

　

昨
年
11
月
か
ら
本
年
１
月
に
か
け

て
朝
日
新
聞
と
教
育
産
業
の
ベ
ネ
ッ
セ

が
小
中
学
生
の
保
護
者
を
対
象
に
実

施
し
た『
学
校
教
育
に
対
す
る
保
護
者

の
意
識
調
査
』に
よ
り
ま
す
と
、い
じ
め

や
体
罰
へ
の
対
応
な
ど
、学
校
へ
の
信

頼
を
損
な
う
話
題
が
相
次
ぐ
な
か
、８

年
前
、４
年
前
に
比
べ
、学
校
に
対
す
る

評
価
が
良
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
結
果

が
あ
り
ま
す
。

　

な
ぜ
、保
護
者
は
満
足
度
を
高
め
た

の
か
、と
い
う
こ
と
に
対
し
て
分
析
を

す
す
め
る
た
め
に
、「
総
合
的
な
満
足
」

と「
個
別
の
取
り
組
み
に
対
す
る
満

足
」の
関
連
を
み
た
と
こ
ろ
、相
関
の

高
い
上
位
４
項
目
は
、以
下
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

①
教
師
の
教
育
熱
心
さ

②
教
科
の
学
習
指
導

③
学
ぶ
意
欲
を
高
め
る
こ
と

④
学
校
の
教
育
方
針
や
指
導
状
況
を

保
護
者
に
伝
え
る
こ
と

　

つ
ま
り
、学
校
教
育
の
不
易
な
こ
と

に
学
校
が
き
ち
ん
と
取
り
組
め
ば
信

頼
を
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。小

中
学
校
が
対
象
で
す
が
、高
校
に
も
同

じ
こ
と
が
言
え
る
と
考
え
ま
す
。た
だ
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、学
校
か
ら
の

一
方
通
行
だ
け
で
は
な
く
、特
に
学
校

か
ら
の
発
信
を
家
庭
で
受
け
止
め
て

い
た
だ
き
、家
庭
で
も
話
題
に
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、学
校
単
独
の
取
り
組

み
で
は
な
く
、家
庭
と
の
連
携
の
中
で

こ
そ
効
果
が
高
ま
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

不
易
な
部
分
を
し
っ
か
り
と
実
践
し
、

変
化
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に

も
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
お
い
て
保
護
者

と
学
校
の
連
携
が
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い

く
こ
と
を
願
い
ま
す
。
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熊本県立鹿本商工高等学校育友会　前副会長　渡邉　明子熊本県立鹿本商工高等学校育友会　前副会長　渡邉　明子

東稜高等学校
　わが校には世界で活躍するバイク
レーサーを目指し頑張っている生徒が
います。危険と隣り合わせの厳しい世界
で、子どもの頃からの夢を追い続け、そ
れを叶えようとしている姿には憧れさえ
感じます。

渡邉 明渡邉 明

「あくがれて「あくがれて
　 来てみらんね　宮崎大会」

　

6
月
20
・
21
日
シ
ー
ガ
イ
ヤ
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
宮
崎
大
会
の
熊

本
県
代
表
と
し
て
、
発
表
を
し
ま
し
た
。
あ

い
に
く
の
台
風
接
近
に
み
ま
わ
れ
ま
し
た

が
、
参
加
者
は
、
3
0
0
0
人
以
上
あ
り
九

州
の
P
T
A
の
皆
さ
ん
の
活
気
で
溢
れ
て
い

ま
し
た
。

　

鹿
本
商
工
は
、
「
地
元
と
の
コ
ミ
ニ
ュ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
子
供
の
育
成
を
」
と
い
う
課

題
で
発
表
を
し
ま
し
た
。

　

鹿
本
商
工
に
は
、
「
か
ざ
ぐ
る
ま
」
が
あ

る
た
め
地
域
と
の
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
環
境
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
、
行
な
え
る
こ
と
で
、
地
域

を
活
性
化
で
き
る
と
い
う
点
で
高
い
評
価
を

頂
け
ま
し
た
。
ま
た
、
育
友
会
活
動
を
し
て

ゆ
く
上
で
会
員
の
皆
さ
ん
に
学
校
に
、
足
を

運
ん
で
頂
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
？
と

い
う
こ
と
で
は
、
行
事
の
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
り
反
省
点
を
あ
げ
、
会
員
の
皆
さ
ん

と
、
学
校
と
の
情
報
交
換
を
し
て
交
流
の
時

間
を
持
ち
、
参
加
者
の
増
加
と
い
う
、
結
果

を
だ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
育

友
会
の
役
員
は
、
「
学
校
の
思
い
を
保
護
者

に
伝
え
る
架
け
橋
の
役
割
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
、
い
う
こ
と
に
共
感
し
て
頂
き

ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
育
友
会
活
動
を
、
5

年
に
渡
っ
て
し
て
き
ま
し
た
が
、
助
言
者
の

方
か
ら
「
さ
せ
ら
れ
る
活
動
か
ら
、
す
る
活

動
へ
」
と
い
う
言
葉
を
聞
き
、
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
、
さ
ら
に
皆
さ
ん
と
共
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

来
、
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

遠
方
で
の
大
会
参
加
の
際
は
、
こ
ん

な
寄
り
道
も
い
い
も
の
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　

余
談
…
数
年
前
に
「
秘
密
の
ケ
ン

ミ
ン
Ｓ
Ｈ
Ｏ
W
」で
取
り
上
げ
ら
れ
た
、

も
ん
ぺ
姿
の
女
子
校
生
達
に
遭
遇
し

ま
し
た
。
じ
ぇ
じ
ぇ
！
で
す
。
中
学
校

入
学
時
に
購
入
す
る
そ
う
で
、
学
校

に
よ
り
色
や
形
が
若
干
違
う
と
の
こ

と
で
し
た
が
、
ス
カ
ー
ト
の
上
か
ら

す
っ
ぽ
り
包
み
込
み
、
清
掃
作
業
等

に
は
機
能
的
で
こ
れ
は
何
と
か
熊
本

で
も
取
り
入
れ
た
い
と
思
う
ほ
ど
素

　

熊
本
県
と
宮
崎
県
と
の
間
に
教
職

員
の
交
換
交
流
制
度
が
あ
り
、
第
二

高
校
と
宮
崎
県
立
大
宮
高
校
で
は
英

語
担
当
の
教
職
員
が
現
在
そ
の
制
度

に
よ
り
交
換
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

折
角
宮
崎
市
内
ま
で
行
く
の
だ
か
ら

と
、
第
二
高
校
で
は
大
会
参
加
に
合

わ
せ
て
大
宮
高
校
を
訪
問
し
視
察
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
大
宮
高
校
は
旧

制
中
学
を
前
身
と
す
る
伝
統
校
で
あ

り
宮
崎
県
屈
指
の
進
学
校
で
、
熊
本

で
例
え
る
な
ら
ば
済
々
黌
と
熊
高
を

足
し
た
様
な
高
校
で
し
た
。
自
主
自

律
の
校
是
の
も
と
、
数
年
前
の
学
区

置
し
、
国
語
・
英
語
を
中
心
に
コ
ミ
ュ

は
食
事
を
し
な
が
ら
意
見
交
換
も

九
高
Ｐ
連
宮
崎
大
会　

寄
り
道
報
告

九
高
Ｐ
連
宮
崎
大
会　

寄
り
道
報
告

番外編

とっておきの
はなし
とっておきの
はなし

大津高等学校
　山伏塚、大銀杏…校内に歴史と自然が
あふれる大津高だが、最も特筆すべきは
生徒達の日常の姿だろう。ごく自然に立
ち止り交される挨拶と笑顔の気持ち良さ
に学校と家庭との温かい絆力を感じずに
はいられない。

菊池農業高等学校
　豊かな環境が農業や酪農
を支える泗水町。九州で販
売数１位の「道の駅弁」を扱
う、道の駅泗水はいつも賑
わっています！

熊本農業高等学校
　熊農がある川尻地区は
室町時代から伝わる刃物
製造が有名！今も包丁や
鍬、鎌が地域住民に愛用
されています。

球磨商業高等学校
　人吉球磨地方で作られる
郷土料理「つぼん汁」。名前
の由来は深い壺に作り盛り
つけるからといわれていま
す。

北稜高等学校
　巨大くまモンの田んぼアート
が新玉名駅前に出現します。北
稜生と地域の方で取り組みま
した。11月頃が見頃です。是非
見に来て下さい！

八代農業高等学校泉分校
　わが分校は泉の里という山深い地域にあ
ります。そして、その地域性を存分に活かした
独特の授業が展開されています。本日、実施
された体験入学には多くの中学生と、その保
護者が参加され、分校の魅力を満喫されま
した。

熊本工業高等学校
「殉難の碑参拝」
　昭和20年５月14日の熊本地方空襲を始めとす
る戦禍の中で犠牲となった熊工在校生７名の御霊
を祀るためにこの碑が建立されました。毎年５月初
旬に先生方、生徒の代表が参拝します。犠牲になっ
た生徒の母親の手記「母の心」が放送で流され、生
徒たちは教室で黙祷を行います。

小地区連絡会（他校ＰＴＡとの交流等
）

荒尾玉名地区高等学校ＰＴＡ連絡協議会…荒尾・玉名・北稜・玉名工業・南関・荒尾支援・玉名女子・有明・専修大学玉名
荒尾・玉名地域のＰＴＡの連携を密にし、生徒の健全育成を図る事を目的にして、必要な活動を推進する。

　毎年1回、輪番制で会議と忘年会等を開催し、情報交換や懇親を深めています。
　今年度は、6月28日に松橋高校で開催され、トタン屋根のケーキ屋さん「ア・ラ
モート」の新本高志さんによる「私はあなたのために何が出来るでしょうか」と題し
た講演会を、生徒と一緒に聴講しました。笑いあり、涙ありの講演の中で、「皆さんは
可能性の固まりです」、「乗り越えられない試練は与えられていない」、「自分の高校
を誇りに思ってください」等々、生徒にエールを送られました。
　その後の会議では、各校の現状報告、質疑応答を行い、時間を忘れ、熱のこもっ
た会議となりました。
　また、会議の後の教育懇談会は場所を変え、飲食を共にしながら、会議で出しき
れなかった話題、質疑等で盛り上がり、七校会の懇親の絆を一層深めることができ
ました。

東西南北の会…熊本商業、熊本工業、熊本西、熊本北、東稜
年に１～２回の情報交換会の実施。ＰＴＡ活動における様々な問題の討議、教育懇談会等。

七校会…御船・甲佐・矢部・宇土・松橋・小川工業
　七校会（上益城・宇城地区高等学校ＰＴＡ連絡会）は、現在、矢部、御船、甲佐、宇土、松橋、小川工業高校の六校で構成されて
おり、平成23年度に統廃合になった蘇陽高校を忘れないためにと、現在も七校会と称しています。

四校会…菊池、菊池農業、大津、翔陽
育友会、ＰＴＡ活動についての情報・意見交換を通し、相互の懇親を深める。（１年に１～２回）

北稜高等学校

地域ならではの
情報

地域ならではの
情報

熊
本
県
立
第
二
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　

P
T
A
会
長　

齊
藤　

誠
治

今年度の七校会の事業報告

明子明子明子明子

6
月

シ
ョ
ン

本
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代

い
に
く

が
、
参

州
の
P

ま
し
た

鹿
本

●こども未来学科［昼間部］ （３年課程）  
●こども未来学科［夜間部］ （３年課程）  
●視能訓練士学科（３年課程） 
●医療事務管理士学科  （１年課程） 

  
熊本市東区健軍３丁目５０番２１号 　 

        　 ＴＥＬ（０９６）３３1-３３０1

          西日本教育医療専門学校
学校法人清水学園
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体育祭（叫び）

人文字

若駒祭（書道部）

体育祭（観客誘導）

小岱山一周大会（豚汁）

八の字坂

閉校幕

水俣市景

教育長訪問 高校総体開会式

閉校幕校

体育大会

全校写真

熊本県立氷川高等学校熊本県立水俣高等学校
校訓：「自律　礼節　創造」 綱領：自学時習、自律遵法、自鍛剛健

SCHOOL INTRODUCTIONSCHOOL INTRODUCTION

　

本
校
は
、県
南
に
位
置
し
、八
代
海

を
望
む
風
光
明
媚
な
地
に
あ
り
ま
す
。

大
正
六
年
に
水
俣
実
科
女
学
校
と
し

て
設
立
さ
れ
て
以
来
、
水
俣
農
工
学

校
と
の
統
合
を
経
て
、
昭
和
二
十
三

年
四
月
に
熊
本
県
立
水
俣
高
等
学
校

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。九
十

六
年
と
い
う
長
き
に
わ
た
り
卒
業
生

も
二
万
二
千
人
を
超
え
、
多
く
の
優

秀
な
人
材
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
二
十
六
年
三
月
一
日
の
閉
校
式

を
も
っ
て
そ
の
歴
史
を
閉
じ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、三
年
生
が
百
五
十
二
名
、教

職
員
も
二
十
八
名
と
い
う
人
数
で

日
々
の
教
育
活
動
に
励
ん
で
お
り
、

今
年
度
は
、「
可
能
性
へ
の
挑
戦
」
〜

有
終
の
美
を
飾
る
た
め
に
、
挑
戦
と

前
進
そ
し
て
成
長
へ
〜
を
教
育
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
ま
し
た
。生
徒
一

人
ひ
と
り
が
、
九
十
五
年
と
い
う
長

い
伝
統
と
歴
史
を
心
に
刻
み
、
自
己

実
現
と
い
う
強
い
意
志
（
目
標
）
を

持
っ
て
、
日
々
の
努
力
を
惜
し
ま
ず
、

挑
戦
を
怠
ら
ず
前
進
し
、
水
俣
高
校

の
最
後
の
卒
業
生
と
し
て
母
校
の
誇

り
を
胸
に
巣
立
っ
て
い
く
。そ
の
よ
う

な
想
い
を
実
現
す
べ
く
、
生
徒
・
保

護
者
・
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
折
に
吉
報
が
飛
び
込

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。八
月
に
大
分

県
で
開
催
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に

お
い
て
、
カ
ヌ
ー
部
の
松
永
あ
ゆ
り

さ
ん
・
藤
井
恵
理
奈
さ
ん
が
、
優
勝

す
る
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。カ
ヌ
ー
部
創
設
以
来
、
念
願
で

あ
っ
た
優
勝
を
初
め
て
勝
ち
取
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。や
っ
て
や
れ
な
い

こ
と
は
な
い
と
強
く
感
じ
た
瞬
間
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
進
路
面
で
は
、
就
職
試

験
・
入
学
試
験
の
本
番
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
カ
ヌ
ー
部
活
躍
の
快
進
撃
の
波

に
乗
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
目
標

を
達
成
で
き
る
よ
う
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
は
、
今
年
度
か

ら
水
俣
高
校
（
附
則
）・
水
俣
工
業
高

校
・
水
俣
高
校
の
三
校
合
同
で
一
つ

の
組
織
に
改
組
さ
れ
ま
し
た
。県
内

で
も
あ
ま
り
例
の
見
ら
れ
な
い
形
で
、

昨
年
度
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
方
々
を

始
め
、多
く
の
方
の
御
支
援
、御
協
力

を
仰
い
で
い
る
、
ま
だ
で
き
た
ば
か

り
の
組
織
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を

継
承
し
な
が
ら
、ま
た
新
し
い
取
り
組

み
に
も
挑
戦
し
な
が
ら
、新
た
な
伝
統

を
作
っ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

郷
土
の
み
な
さ
ま
に
感
謝
！

全
力
で
駆
け
抜
け
た
39
年
間

　
（
1
9
7
5
〜
2
0
1
4
年
）

  

本
校
は
、
昭
和
四
十
九
年
十
月
一

日
、
地
域
の
方
々
の
教
育
に
か
け
る

情
熱
と
ご
尽
力
に
よ
り
、
清
流
氷
川

の
ほ
と
り
、こ
こ
鏡
の
地
に
、当
時
の

八
代
郡
で
は
唯
一
の
普
通
科
高
校
と

し
て
誕
生
し
、翌
五
十
年
四
月
、百
八

十
八
名
の
生
徒
を
迎
え
、
歴
史
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。開
校
以
来
、三

綱
領
の
も
と
、文
武
両
面
に
お
い
て
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
活
か
す

特
色
あ
る
教
育
活
動
が
行
わ
れ
た
。

地
元
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
全
国
で

活
躍
す
る
有
為
な
人
材
を
世
に
送

り
続
け
、
卒
業
生
総
数
は
五
四
四
六

名
に
の
ぼ
る
が
、
平
成
二
十
六
年
三

月
に
最
後
の
卒
業
生
二
十
二
名
を
加

え
、そ
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
。

  

七
月
に
発
行
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報

「
清
流
」の
最
後
の
体
育
祭
特
集
の
記

事
を
も
と
に
、
最
終
年
度
の
様
子
を

紹
介
し
た
い
。

　

五
月
十
九
日
午
前
六
時
半
に
爆

竹
を
上
げ
た
直
後
、
同
窓
生
の
涙
の

よ
う
な
雨
が
降
り
出
し
た
。五
月
と

は
言
え
、一
旦
濡
れ
る
と
肌
寒
い
。そ

し
て
開
会
式
。「
今
日
は
ど
う
し
て
も

外
で
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。そ

の
た
め
に
職
員
も
生
徒
も
準
備
し

て
来
ま
し
た
。」と
い
う
鈴
木
田
校
長

先
生
の
力
強
い
言
葉
に
、
全
員
の
心

が
一
つ
に
な
っ
た
。プ
ロ
グ
ラ
ム
が

進
む
に
つ
れ
、
笑
顔
・
感
動
・
充
実

感
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。予
定
以

上
の
種
目
に
参
加
し
て
く
れ
た
氷

川
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
の
子
ど
も
た

ち
、「
娘
が
お
世
話
に
な
っ
た
氷
川
の

た
め
な
ら
ど
れ
だ
け
で
ん
踊
る
ば

い
」と
握
り
拳
の
ご
婦
人
、ア
ナ
ウ
ン

ス
で
盛
り
上
げ
る
同
窓
生
、
惜
し
み

な
い
拍
手
を
送
る
地
域
の
方
々
。そ

ん
な
皆
様
の
心
の
輪
の
中
で
生
徒

た
ち
は
最
高
の
笑
顔
に
輝
い
て
い

た
。

校歌碑校舎 PTA 会長　杉本　肇 校長　羽山　賢一羽山　賢一 PTA 会長　奥村　守 校長　鈴木田　光孝
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くまもと

編
集
後
記

健
全
育
成
委
員
会

進
路
対
策
委
員
会

　

第
34
号
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、会
員
の

皆
さ
ま
、各
学
校
の
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　

特
に
今
回
は
、「
と
っ
て
お
き
の
話
」、「
地
域

の
情
報
」、「
小
地
区
連
絡
会
」等
に
つ
い
て
募

集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、多
く
の
情
報
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
掲
載
し
き
れ
な
か
っ
た
分
は
、次
号

で
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、ご
了
承

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
、調
査
広
報
委
員
一
丸
と
な
っ
て
、

皆
様
に
楽
し
く
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な

新
聞
作
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。皆
様

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

調
査
広
報
委
員
長　

松
本　

雄
治

調
査
広
報
委
員
長

松
橋
高
等
学
校

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

松
本　

雄
治

調
査
広
報
委
員

大
津
高
等
学
校

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

城
戸　

寿
和

甲
佐
高
等
学
校

　

育
友
会
会
長 

廣
畑　

昌
信

第
二
高
等
学
校

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

齊
藤　

誠
治

熊
本
工
業
高
等
学
校

　

保
護
者
会
副
会
長 

古
川
千
恵
子

八
代
東
高
等
学
校

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長 

勝
枝　

浅
子

顧
問

松
橋
高
等
学
校

　

校
長 

赤
城　

陽
一

【第二高等学校大運動会　演舞】
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第
34
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平
成
25
年
9
月
15
日
）　

発
行　

熊
本
県
公
立
高
等
学
校
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Ａ
連
合
会　
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本
市
中
央
区
水
道
町
14―

21　

熊
本
県
婦
人
会
館
3
Ｆ　

T
E
L
0
9
6―

3
2
6―

3
9
3
2　

F
A
X
0
9
6―

3
2
6―

5
5
2
7

県高P連研修会報告
平成25年7月27日（土）熊本交通センターホテルにて開催成 年 （土）熊本交通 催成 年 土）熊本交通通 催催

第二高校大運動会フィナーレ

〝 

命
〞

　
　
つ
な
ぐ
絆

　

進
路
対
策
委
員
会
で
は
、
今
回
九
州
産
業
交
通
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
（
株
）
代
表
取
締
役
社
長
、
矢
田
素
史
様
を

お
招
き
し
「
企
業
が
求
め
る
人
材
と
そ
の
育
て
方
」
と
題

し
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
熊
本
県
の
求
人
倍
率
及
び
職

業
内
定
率
の
数
値
は
九
州
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
、
と
の

現
状
で
あ
り
、
職
に
就
い
た
も
の
の
仕
事
内
容
の
不
満
や

不
安
、
人
間
関
係
等
に
よ
り
離
職
し
て
い
く
若
者
が
後
を

絶
た
な
い
よ
う
で
あ
る
。
自
分
は
「
何
の
た
め
に
働
く
の

か
」
と
の
意
識
を
し
っ
か
り
持
ち
、
３
年
間
は
が
む
し
ゃ

ら
に
頑
張
っ
て
み
る
事
、
自
分
の
仕
事
に
興
味
を
持
ち
好

き
に
な
る
事
こ
そ
が
大
切
で
あ
る
。
企
業
が
求
め
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
の
高
い
子
ど
も
た
ち
に
育
て

る
に
は
、
ま
ず
大
き
な
声
で
挨
拶
が
で
き
返
事
が
出
来
る

事
、
こ
の
事
を
家
庭
や
学
校
で
し
っ
か
り
身
に
付
け
る
指

導
を
行
う
事
が
重
要
だ
と
感
じ
た
講
演
会
で
し
た
。

　

本
年
度
の
、「
高
校
生
の
交
通
事
故
防
止
対
策
」
講
演

会
は
、
自
転
車
事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
ま
と
め
た
D
V
D
視

聴
と
、
県
警
本
部
よ
り
岸
森
警
部
を
講
師
に
「
高
校
生
の

交
通
事
故
情
勢
な
ど
と
交
通
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
の
大

切
さ
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

高
校
生
の
交
通
事
故
、
特
に
自
転
車
は
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
先
日
も
こ
れ
ま
で
に
な
い
高
額
の
賠
償
判
決
が
あ
り

ま
し
た
。
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
に
は
、
私
た
ち

大
人
も
十
分
気
を
引
き
締
め
、
交
通
事
故
防
止
に
保
護
者

が
一
丸
と
な
っ
て
努
め
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

本
年
度
県
高
P
連
に
お
い
て
も
、「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運

動
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
よ
り
、こ
れ
ま
で
の
P
T
A

災
害
見
舞
金
制
度
と
安
全
互
助
会
制
度
が
熊
本

県
P
T
A
共
済
と
し
て
一
本
化
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ

生
徒
、
指
導
者
（
教
職
員
）
向
け
の
「
P
災
コ
ー

ス
」、
保
護
者
、
P
T
A
活
動
支
援
者
向
け
の「
安

互
コ
ー
ス
」と
し
て
、ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
熊
本
県
高
P
連
定
期
総

会
要
項
」四
十
九
ペ
ー
ジ
〜
五
十
七
ペ
ー
ジ
、「
平

成
二
十
五
年
度
熊
本
県
P
T
A
共
済
の
手
引
き
」

を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

《
た
と
え
ば
、こ
ん
な
と
き
に
・
・
》

一　

学
校
の
昼
休
み
に
、
友
人
と
ぶ
つ
か
り
、
前

歯
が
一
本
折
れ
、
保
険
外
の
治
療
が
必
要
に

な
っ
た
。

　

歯
科
を
受
診
し
て
、
災
害
が
発
生
し
た
日

か
ら
二
年
目
ま
で
に
保
険
外
治
療
を
受
け
た

場
合
又
は
保
険
外
治
療
が
必
要
で
あ
る
と
診

断
さ
れ
た
場
合
は
、
P

災
コ
ー
ス
・
歯
科
特
別

共
済
金
が
給
付
さ
れ
ま

す
。　

二　

部
活
動
中
に
生
徒
が

鉄
棒
か
ら
落
下
し
て
下

半
身
が
麻
痺
し
た
状
態

に
な
っ
た
。

　

診
療
を
受
け
た
医
療

機
関
で
、
災
害
が
発
生

し
た
日
か
ら
二
年
目
ま

で
に
障
害
が
確
認
さ
れ

た
場
合
は
、
P
災
コ
ー

ス
・
後
遺
障
害
共
済
金

（
学
校
管
理
下
）
が
給
付

さ
れ
ま
す
。　

三　

単
位
P
T
A
で
学
年
対
抗
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
P
T
A
会
員（
保

護
者
）が
、ア
キ
レ
ス
腱
断
裂
と
な
っ
た
。　

　

診
療
（
入
院
や
通
院
）
を
受
け
た
医
療
機
関

で
、治
療
が
終
わ
っ
た
時
点
で
診
断
・
診
療
状

況
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
も
ら
い
ま

す
。安
互
コ
ー
ス
・
負
傷
共
済
金
（
ア
キ
レ
ス

腱
断
裂
の
場
合
は
十
八
万
円
）
が
給
付
さ
れ

ま
す
。

四　

P
T
A
会
長
が
、
研
修
会
に
参
加
し
た
際
、

帰
り
に
交
通
事
故
に
遭
い
、五
日
間
の
入
院
と

そ
の
後
十
五
日
間
の
通
院
が
必
要
に
な
っ
た
。

　

診
療（
入
院
や
通
院
）受
け
た
医
療
機
関
で
、

治
療
が
終
わ
っ
た
時
点
で
診
断
・
診
療
状
況

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
も
ら
い
ま
す
。安

互
コ
ー
ス
・
交
通
事
故
負
傷
共
済
金
（
入
院
三

日
以
上
な
の
で
五
万
円
）が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
引
用
文
献
：
一
般
財
団
法
人
熊
本
県
P
T
A
教

育
振
興
財
団
「
平
成
二
十
五
年
度
熊
本
県
P
T
A

共
済
の
ご
案
内
」

健
全
育
成
委
員
長　

安
原　

勇

進
路
対
策
委
員
長　

大
橋　

正
幸

平
成
二
十
五
年
度
よ

、
れ

で
の

成
二
十

年
度
よ

れ

平
成
二
十
五
年
度

、
れ

で
の

平平平

熊
本
県
P
T
A
共
済
の
ご
案
内

西の大宰府
舞鴫文殊堂 (もうしぎもんじゅどう)

　小川町東海
東に、西の大宰
府として地域の
方々に信仰さ
れているお堂が
ありました。
　受験生や合
格を祈願される方々が参拝に来られるそうで、その効

果は絶大？だそう
な。
　大学、就職と受験
を控えている方、参
拝してみてはいかが
でしょうか？   （廣畑）
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